
平成２７年度スローガン

「危険見つけてみんなで改善 意識高めて安全職場」

岐阜労働局長メッセージ
～全国安全週間を迎えるにあたって～

本年度も７月１日から７月７日まで、「全国安全週間」が実施されます。

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念の下、
「産業界における自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の
定着を図ること」を目的として、一度も中断することなく全国各地で実施され、今年で８８回目を迎え
ます。
全国の休業４日以上の労働災害は119,535人で前年に比べ1,378人（1.2%）の増加となりました。
一方、岐阜県内の休業４日以上の労働災害は平成２３年から増加傾向となっていましたが、平成
２６年は1,963人で前年に比べ56人（2.8%）の減少となり増加に歯止めがかかりました。また、死亡
災害は14人で昭和４８年以降最少となりましたが、一度に３人の労働者が被災する重大な労働災
害は前年より大幅に増加しました。

労働災害が増加する背景には、産業活動が活発化する中で人手不足が顕在化し、職場に潜む危
険要因を察知できるだけの経験が無い未熟練労働者が増えていることや、企業の安全管理体制の
ほころびが想定されます。

安心して働くことができる職場づくりを目指すに当たり、職場をあげて危険個所を発見し、速やか
に労働災害防止対策を講じることを通じて事業場の安全意識を醸成することが重要です。
このような観点から、平成２７年度の全国安全週間は、

危険見つけてみんなで改善 意識高めて安全職場

をスローガンとして展開することになりました。

各事業場におかれましても、全国安全週間を契機として、労働災害防止の重要性について認識を
さらに深めていただき、それぞれの職場において、経営トップが中心となり職場の安全点検を行う
等、安全活動を着実に推進していただきますよう、よろしくお願いいたします。

平成２７年５月

岐阜労働局長

本間 之輝

平成２７年度全国安全週間

本週間７月1日～7日 （準備期間 ６／１～３０）



全国安全週間に実施する事項（抜粋）

① 共通事項
安全大会等での経営トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意志の統一及び安全意識の高揚
安全パトロールによる職場の総点検の実施
② 特別重点事項
転倒災害防止対策の取組（定着）状況の確認
足場等に係る改正労働安全衛生規則への対応状況の確認
③ その他

安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等のほか ホームページ等を通じた
自社の安全活動等の社会への発信
労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族の協力の呼びかけ
緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさわしい行事の実施

① 共通事項
ア 安全衛生管理体制の確立と自主的な安全衛生活動の促進
イ 業種横断的な労働災害防止対策
（a）ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト2015
４Ｓの徹底による安全な作業通路の確保
転倒しにくい安全な歩き方、作業方法の推進
作業内容に適した防滑靴等の着用の促進
（b）交通労働災害防止対策
適正な走行計画の策定による運転者への負担の軽減
交通危険マップ等による危険情報の共有
点呼時の交通ＫＹ活動による安全意識の高揚
（c）熱中症予防対策
ＷＢＧＴ値（暑さ指数）による適正な作業環境管理、作業管理の実施
計画的な暑熱への順化期間（暑熱に慣れ、その環境に適応する期間）の設定
自覚症状の有無にかかわらない水分・塩分の積極的摂取
熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患（糖尿病等）を踏まえた健康管理
（d）腰痛予防対策
腰部への負担の少ない作業方法の選択及び見直し、介助法の普及
腰痛予防に関する労働衛生教育（介護作業等の雇入れ時教育を含む。）の実施、腰痛予防体操の励行
（e）酸素欠乏症等の防止対策
酸素欠乏危険場所における酸素及び硫化水素濃度の作業前測定の徹底
換気の実施、空気呼吸器等の使用等の徹底
（f）化学物質による労働災害防止対策
化学物質の譲渡提供時のラベル表示、安全データシート（ＳＤＳ）の交付等による化学物質の危険性・
有害性の通知の徹底及び事業者による事業場内で取り扱う容器等へのラベル表示の実施
ＳＤＳ等により把握した危険有害性情報に基づく、化学物質の危険性又は有害性等の調査（リスクアセ
スメント）及びその結果に基づく措置の推進

② 業種の特性に応じた労働災害防止対策 等

準備期間（６／１～３０）に実施する事項

本週間（７／１～７）に実施する事項

詳しくは、厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000076689.html)をご覧
ください。

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000076689.html

